
◆会報委員長／菅野良二◆副委員長／斎藤善重◆委員／大野順道・丹治智幸・伊藤紘一・小熊武雄

国際ロータリー第2530地区県北第一区

福島南ロータリークラブ
国際ロータリー第2530地区県北第一区

福島南ロータリークラブ

■会　長／武藤　正隆　■幹　事／林　　克重

事務局／福島市太平寺字過吹6－2 ザ・36・メイファイブ1F2号室　〒960－8151：tel.（024）546－3793　fax（024）545－7878
例会場／サンパレス福島　福島市上町4－30　〒960－8101：tel.（024）523－3811（代）　fax.（024）523－0375
HPアドレス：http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary/index.html

2007年－2008年RIテーマ

	

野地利雄
国際奉仕委員会委員長

ミャンマー・サイクロン災害並び
に中国・四川省大地震災害のため
の義援金に対して、皆様のご協力誠
に有難うございました。

	 	 宍戸　清和　会場監督委員会委員長
	 	 クラブ管理運営委員会			
	 	 紺野　仁昭　プログラム委員会委員長
	 	 本田　光男　出席委員会委員長

	 	菅野　良二　クラブ会報委員会委員長
	 	渡辺　　勇　スマイルボックス委員会委員長
	 	会員増強・活性化委員会									
	 	福田　順一　会員増強・退会防止委員会委員長

	 	 金子　與宏　職業分類・会員選考委員会委員長
	 	 黒羽　好夫　親睦活動委員会委員長
	 	 斉藤　ミヨ　ロータリー情報委員会委員長
	 	 佐久間　功　クラブ広報・雑誌委員会委員長

	 	 葊澤　俊樹　奉仕プロジェクト委員会委員長
	 	 鈴木　光一　社会奉仕委員会委員長
	 	 喜古　勝弘　新世代・インターアクト委員会委員長

1.開会点鐘　2.国歌斉唱　3.RCソング　「奉仕の

理想」　4.4つのテスト　5.お客様紹介と会長挨拶

6.幹事報告　7.各委員会活動報告　8.各委員会報告

9.閉会点鐘 

■会員/68名　■出席/42名　■出席率/61.76%　■メークアップ/23名　■修正率/65名　95.59%

週間ロータリーレポート　NO. 45

第45回例会 平成20年6月4日（水）
　　　　　　サンパレス福島

本 日 の プ ロ グ ラ ム

会 長 挨 拶 武藤　正隆会長

6月11日（水）創業記念会員スピーチ

6月13日（金）新旧合同会長・幹事会（18:30〜エルティ）

6月18日（水）福島成蹊高校IAC例会（16:00〜成蹊高校）

6月19日（木） GSE帰朝報告　新旧委員会歓送迎会

（17:30〜観山荘）

6月25日（水）会長・幹事挨拶

今月・来月のプログラム

した。その労苦に深く感謝すると共に、当クラブの存
在を内外に強く示して頂いたことは、全会員が誇りに
思っております。今日は、帰朝の挨拶だけをお願いし、
観山荘での例会前にたっぷり具体的報告をして頂く
事になっております。本日はクラブ協議会、今年度の
活動報告をしていただきます。少ない時間となって
しまいましが、宜しくお願い致します。

斉藤浩GSEリーダー
　1ヵ月程行って無事帰って
参りました。6月19日17時30
分より観山荘で帰朝報告致し
ますのでつたない話しですが、
ぜひお聞きください。

佐久間功会員
マルチプルポールハリス
　　　　		フェロー受賞

						 　会長の挨拶も残り少なくなりま
したが、本日も私好みの俳句を一
つご紹介したいと思います。
　蛙の目　越えて漣

さざなみ

　　又さゞなみ（川
かわばた

端茅
ぼうしゃ

舎）
　蛙の特徴は、その鳴き声と目に
あります。この句は、目に焦点が

当てられていて、漣の中でいきいきとした効果をあげ
ています。水面に目玉だけ突き出した蛙が、1つの漣
が越えていくと、また次の漣をかぶる様子が実に面白
く表現されています。蛙をどんなものにも置き換え
られないくらい　蛙らしくつかみとられた句です。
作者が蛙になりきっているので、蛙の存在感がよく伝
わってきます。
　さて、いよいよ6月という最後の月に入りました。
斉藤浩GSEリーダーが大任を果たし、無事帰朝されま

本日のお客様

福島西RC
金子與志邦様

福島東RC
高橋一郎様

クラブ協議会　各委員会活動報告
	 	 高橋　和之　職業奉仕委員会委員長
	 	 野地　利雄　国際奉仕委員会委員長
	 	 ロータリー財団委員会
	 	 斎藤　　実　ロータリー財団委員会委員長
	 	 横山りつ子　米山記念奨学会委員会委員長

　各委員長から、委員の努力と、会員皆様のご協力に対
して感謝のことばがありました。残念ながら紙面の
都合上、今年度の各委員会活動報告を載せることが出
来ませんでした。お詫び申し上げます。本年度活動
報告の仔細は、次年度お渡しいたします、年次報告書を
ご覧下さい。

編集担当　　大野順道


